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地区子とも会の活動を荻えてくだとい !
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あわら市子ども会育成連絡協議会(あわら市子連)は、地域の子どもたちの健
全な育成、地区子ども会同士の親陸を図ることを目的とし活動しています。
活動内容として、イベント開催や地区子ども会表翌などがありますが、これ
らの活動は地区子ども会のご協力なしでは成り立ちません。
皆さまの活動内容を他の地区子ども会と共有し、新たなアイデアを広げてい
きたいと考えています。

あわら市子連では、衛年壁新間コンクールを開催しています。堅新聞制作は、
自ノ刀＼の住んでいる地元に目を向け、地元の人に取材し、読み手を意識して記事
や紙面を工夫します。年齢が違う子たちが協同制作することで、「上の学年を
見習つて成長すること」や、「下の学年から頼られて自信と壷任感が高まるこ
と」等が期待できます。個ド主嗽ラバラになりやすいこれからの時代において、意
義の大きい活動だと考えています。

見守る大人には忍耐力や日/も言力が要求されますが、地以に根ざし、地域の人
とふれあい、子どもが自ら考え、協同してじっくりと取り組む活動を大切にし
ていきましょう。
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安全其済会は、一人につき230円の掛金で、子供会活動中に会員本人が負ったケガや病気のほかに、誤つ
て第二者にケガを員わせてしまったり、モノを壊したりしたときも補償を受けることができる共済です。
こ加入の手続きは、あわら市文化単習課で行っております。問合せ、こ質問等ありましたら、お気軽にご
連絡ください。

安全共済

補償内容

死 亡 600肩円 (事故発生日より180日以内に死亡した場合)

後違障筈 7万円～600万円 (後違障害等級による)

員傷・疾病 健康保険等を適用した医療費総額の30%

賠償黄任

保険

補償内容

対 人 1事故 5億円 1名 1億円 (免壷なし)

対 物 1事故200万円 (免壷金額 1,000円 )

女寸牛勿
(夕 部ヽからの借り牛勿)

1事故・保険期間中につき 1′ 000万円 (免壷金額 3′ 000円 )
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野外活動を通して自主性や協調性、社会性を養

うとともに、モども同士の親陸を深めます。
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市内のモども会相互の親睦を深めるとともに健

全な子ど修の育成、体力増進に努めます。
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ヒロ競技を通じて思者力、洞察力、集中力

を養うとともに、子ども同士の親睦を図ります。
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あわら市子ども会育成連絡協議会(あわら市役所文1ヒ学習課内)
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